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あなたの、
健康のそばに。

Introduct ion 人々の病気を予防し、健康を増進させたい。

こうした思いから大正製薬は大正元年に創業しました。

以来、100年以上にわたって生活者の皆さまの

健康で豊かな暮らしの実現に貢献するために、

病気の予防から治療までの幅広い製品ラインアップで、

皆さまのさまざまなニーズにお応えしてまいりました。

昨今、製薬業界を取り巻く環境は大きく変化し、

健康意識が高まるなど生活者の皆さまのニーズも多様化しています。

大正製薬は、このような変化に柔軟に対応しながら、

高品質な製品とサービスを提供し続けることで、

皆さまの健康に寄り添ってまいります。
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健康食品

国内のセルフメディケーション事業では、

日本のOTC医薬品のリーディングカ
ンパニーとして、ドラッグストアや薬局

などで購入できるOTC医薬品を中心
に、健康食品やスキンケアといった健

康関連商品を含め、約40のブランド
を展開。カテゴリーシェアNo.1を誇る
「リポビタン」「パブロン」「リアップ」を

はじめ各薬効にて製品を取り揃えてい

ます。

近年は、ネットチャネルへのシフトといっ

た生活者の方々の購買行動の変化

に対応するべく「大正製薬ダイレクト」

「TAISHO BEAUTY ONLINE」
など、通信販売チャネルにも注力し、

購入時の利便性向上に取り組んでい

ます。

セルフメディケーション事業

Self-Medicat ion

ビューティー

医薬品・医薬部外品等

TOPICS

日本初！内臓脂肪減少薬「アライ」発売
近年は食生活などの変化によって生活習慣を原因と

する病気が急増しています。中でも内臓脂肪の過剰

な蓄積は、糖尿病や高血圧症などを引き起こすリスク

があるため、セルフメディケーションの重要性が高まっ

ていました。病気を予防し、健康づくりに貢献したい、

そんな想いを創業時から大切にする当社はこの課題

に向き合い、リスクある人たちをサポートすることを決

めました。開発には困難も多くありましたが、信念を貫

いた末に14年の歳月をかけたアライを皆さまの元へ
お届けすることができました。これからも時代とともに

変わる生活者のニーズを的確に捉え、皆さまにご納得

いただける優れた製品をお届けし続けます。
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海外事業

Internat ional

リポビタン 
ハニー

販売地域：ベトナム

ハパコール
（解熱鎮痛薬）
販売地域：ベトナム等

カウンターペイン
（外用消炎鎮痛薬）
販売地域：タイ、
インドネシア等

リポビタンＤ
販売地域：タイ

海外事業の展開エリア

海外事業は、成長が期待される市場

での事業拡大を目指して、東南アジア

と欧州の2極体制で取り組んでいま
す。東南アジアでは、M&Aやブラン
ド買収などで獲得したOTC医薬品ブ
ランドの育成や事業基盤の強化によっ

て事業拡大を行っています。欧州では、

2019年に完全子会社化したフランス
UPSA社の強固な事業基盤を活用し
て、フランスを中心に事業拡大を行っ

ています。

OTC医薬品やドリンクのみならず、健
康食品や美容食品など、幅広いカテ

ゴリーの製品を海外現地法人を通じ

80カ国以上に販売しています。日本
で培ったビジネスモデルを活かしながら、

各国の健康ニーズに応えていきます。

医薬事業では、研究開発志向型企業

として自社開発による創薬に取り組

み、マクロライド系抗生物質製剤「ク

ラリス」、2型糖尿病治療剤「ルセ
フィ」、経皮吸収型鎮痛消炎剤「ロコ

ア」、TNFα阻害薬「ナノゾラ」などを
開発し上市してきました。

現在は、アンメット・メディカル・ニーズ

に応える創薬を目指し、自社でのモダ

リティの多様化に対応した研究開発

に注力するほか、産官学連携など外

部研究機関と協力しながら新技術の

導入や共同開発に取り組むことで、開

発品目の早期承認取得を目指すとと

もに、パイプラインの拡充を図ってい

きます。

医薬事業

Prescr i pt ion Pharmaceutica l

エフェラルガン
（解熱鎮痛薬）
販売地域：フランス等

UPSA ビタミンＣ
（サプリメント）
販売地域：フランス等

ダファルガン
（解熱鎮痛薬）
販売地域：フランス等

テンプラ
（解熱鎮痛薬）
販売地域：フィリピン、
インドネシア等
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フランス
ガスコーニュ工場
ギュイエンヌ工場

医薬品 飲料

中国
上海工場

インドネシア
デポック工場

マレーシア
バンギ工場
クラン工場

ベトナム
ニャチャン工場

タンフータン工場
グエン ヴァン クー工場

日本
大宮工場
羽生工場
岡山工場
神戸工場
宮代工場

品質
Qual ity

安心・安全・高品質な
  製品をお届 けするために

Product ion a    nd  Qual ity

大正製薬は製薬企業としての社会的責任を果たし、生活者の方々の健康で豊かな暮らしの実

現に貢献するために、すべての業務において関連する法規制を遵守しています。また、常に生

活者の皆さまからのご意見を真摯に受け止め、安全管理・品質向上に活かすことで、製品の有

効性・安全性・品質の信頼性確保を最優先に取り組んでいます。

予期せぬ副作用や品質問題の発生にも迅速に対応できるように、製造販売後安全管理や品質

管理に従事する者への教育に関する手順を定め教育を実施しています。常日頃から製品に関す

る有害事象及び品質苦情に注意を払い、問題発生時には迅速に回収などの措置を実施するこ

とで影響を最小限に留める仕組みを構築しリスクに備えています。

皆さまに信頼
いただける製品を

生産
Product ion

大正製薬では、厳格な品質管理のもと、衛生的な環境下での

製造により、生活者の方々の期待に応える安心・安全品質な

製品を製造しています。また、大気汚染や水質汚濁防止など、

環境汚染の防止にも独自の管理基準を設け、社会環境に配

慮した生産活動に取り組んでいます。

グローバルに展開する製薬企業として、さまざまな製品ラインアッ

プを国内外で展開しており、旗艦工場である大宮工場から国

内外の自社工場へ、人材派遣、技術指導、品質管理指導など、

さまざまな支援を行うことで生産体制の強化を図っています。

国内外で連携し、
各国でノウハウを共有
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会社名

代表者

創業

設立

資本金

所在地

電話

大正製薬株式会社

代表取締役社長　上原 茂

1912（大正元）年 
10月12日

 1928（昭和3）年
5月5日

298億37百万円

〒170-8633  
東京都豊島区高田 
3丁目24番1号

03-3985-1111（代）

会社概要

国内・海外グループ会社

大正製薬ホールディングス株式会社

主な国内子会社 主な海外子会社

大正ファーマ株式会社
大正製薬エフ・エム株式会社
株式会社トクホン
沖縄大正製薬株式会社
目白興産株式会社
株式会社大正製薬物流サービス
大正エム・ティ・シー株式会社
大正アクティブヘルス株式会社

UPSA社
ハウザン製薬
台湾大正製薬股份有限公司
フィリピン大正製薬株式会社
上海大正力保健有限公司
ベトナム大正有限会社

香港大正製薬（力保健）有限公司
大正オソサパ株式会社
大正製薬インドネシア株式会社
シンガポール大正製薬株式会社
ホウ製薬ホールディングス株式会社
大正製薬タイランド株式会社

ビオフェルミン製薬
株式会社大正製薬株式会社

私たちは、サステナビリティ活動として生活者やお取引先、従業員といったステークホルダーとのコミュ

ニケーションや、環境問題といった社会課題の解決に取り組んでいます。これからも企業に求められる

社会的な責任や役割に応え続けることで、持続可能な社会の実現を目指します。

社会との関わり

Social  Respo nsibi l i ty

研究奨励

上原記念生命科学財団

1985年に故上原正吉氏（元大正製
薬㈱社長、会長）の足跡を記念すると

ともに、大正製薬㈱の創業70周年の
記念事業として設立された公益財団法

人上原記念生命科学財団は、生命科

学の発展に役立ちたいという思いから、

生命科学に関する研究に従事される

方々への研究助成を中心に、功績をあ

げた方への褒賞や国際シンポジウムの

開催など事業活動を進めています。

文化振興

上原美術館

公益財団法人上原美術館は、平安・鎌

倉時代の仏像や古写経などの仏教美

術から、印象派を含む西洋絵画や日本

近代絵画まで、東洋や西洋のジャンル

を越えたコレクションを展示しています。

また、伊豆の仏教美術の調査研究を行

うほか、専門家による講演会や講習会、

学校と連携した教育普及活動など、幅

広い文化活動を通じて地域文化向上

への貢献を目指しています。

スポーツ協賛

子どもたちへのスポーツ支援

スポーツは人々の心と体の健全な育成

につながること、そして事業で得た利益

を生活者の皆さまに還元することは製

薬会社のあるべき姿だと考え、当社は

スポーツ支援に取り組んでいます。支

援はプロ選手に限らず、子ども向けラ

グビー教室「オールブラックス クリニッ
ク presented by リポビタンD」の
開催などスポーツ文化の発展に貢献し

ています。

国 

内

ドラッグストアや薬局等で購入できるＯＴＣ医薬品を
中心に、健康食品や化粧品などの健康関連商品を含
め、生活者の健康ニーズに対応する製品の研究開発
と販売を行っています。

海 

外

東南アジア市場と欧州市場の2極体制により海外事業
の拡大を図っています。現地ブランドを活かしたＯＴＣ
医薬品の育成や、積極的な新商品の投入等を行って
います。

医 

薬

医療用医薬品の研究開発と販売を行う研究開発型
企業として自社開発品の上市に限らず、導入によるパ
イプラインの強化も積極的に進めています。

事業内容
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